
経過 （　　/　　）入院日

目標

治療

安静度

検査

栄養

排泄

清潔

その他

公益社団法人昭和会　いまきいれ総合病院　救急・総合診療科

説明

基本的には1泊2日ですが、症状が強いときは検査が追加となります。また、入院期間が延長することが予想されます。

※入院期間や治療内容は現時点で予測されるもので、症状により変わることもございます　　　　　

2021年1月1日　クリニカルパス委員会承認

症状が強い場合は我慢せず医師や看護師にお知らせください。

症状に応じてトイレは可能ですが、めまいが強いときは､ベッド上の排泄またはポータブルトイレでの排泄となります。

体拭きは可能です。

めまい症状にてご入院される方へ（1泊2日）

（　　/　　）入院2日目（退院）

基本的には飲水・食事可能ですが、状態によっては絶食となる場合があります。

①中枢神経障害（めまい、手足のしびれ、言語障害、意識障害等）がない。②症状が緩和し自宅退院できる。

症状によってはめまいを押える薬剤を使用する場合があります。

心電図や胸部レントゲン、血液検査があります。

症状によっては頭部のCTやMRIを施行する場合があります｡入院中は心電図モニターを装着します｡

めまい症状が強い場合はベッド上安静です。症状が緩和すれば歩行などが許可されます。


